








要約:新潟県における保健所の未熟児訪問と継続看護の現状について報告した。(1)15 保

健所のうち全例の未熟児訪問をしているのは 4 ケ所のみで、7 保健所ではほとんど行われ

ていなかった。(2)継続看護の効率を上げるためには保健所もしくは地域保健婦との連携

が重要である。(3)周産期医療の情報源としてデータベースの活用が益々重要になってく

る。


